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第１ 地区防災計画本編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



水南連区地区防災計画 

１ 目的 

この計画は、水南連区における防災活動に必要なことを定め、地震その他の災害から

生命、身体及び財産を保護するとともに被害の拡大防止を目的とします。 

 

２ 基本方針 

 ⑴ 地域で助け合う「共助」の計画とします。（地区の災害危険性の理解、安否確認、避難

方法・ルール、避難所開設運営を中心とした計画） 

 ⑵ 災害発生時は、自分の身は自分で守る「自助」を基本とします。 

 ⑶ 住民みんなで話し合い、地区防災計画の策定・修正に取組みます。 

 ⑷ 地区防災計画は無理せず策定し、徐々に拡充していきます。 

 

３ 地域の災害特性【資料編 防災地区カルテ参照】 

 ⑴ 風水害 

   風水害の避難所として、水南公民館が指定されている。 

   当連区は、大きな河川は有りませんが、多くの雨水が孫田川に注いでいます。昨今で

は、河川整備も進み、大きな浸水被害は無いのが現状ですが、土砂災害警戒区域に

指定されている場所もあるなど、山の近く、麓にお住まいの住民からは、台風などの風

水害、がけ崩れ等が心配ですとのお声をいただきます。 

   風水害の恐れのある地域住民は、情報収集に努め、町内役員や組長に報告をして、

水南公民館に避難をお勧め致します。 

   避難に助けの必要な方は、町内役員や組長に連絡をお願い致します。 

 ⑵ 地震（大規模災害） 

   大規模災害の避難所（避難場所）としては、水南小学校体育館（小学校グラウンド）が

指定されています。 

   水南連区の木造建物及び非木造建物の割合は、木造建物６９．３％、非木造建物３０．

７％であり、新耐震基準以前（昭和５５年以前）の木造建物は全建物の３２．８％であり、

瀬戸市全体の３４．３％に比べて若干低くなっている状況です。 

   非木造建物（耐震性マンション等）は、地震による避難により、状況を踏まえて行動を

することを考慮されると良いと思われます。 

 ⑶ 人口 

   水南連区全体の６５歳以上の人口比率が１９．７％と、瀬戸市全体の２３．３％と比べ３．

６％低い。上松山町 1 丁目、西松山町１丁目・４丁目、西追分町等、６５歳以上の人口

比率が比較的高い地域があり、災害時には助け合い、声掛けが大事であると認識し

なくてはならない。 

 

 

 



４ 防災訓練等 

(1) 瀬戸市総合防災訓練（例年１１月第３日曜日） 

瀬戸市が主催する防災訓練に参加する。 

(2) 水南連区地域防災訓練（９月第１日曜日を予定） 

瀬戸市総合防災訓練を前に、様々な災害を想定した実践的な地域防災訓練（初期

消火訓練、応急処置訓練、AED 操作訓練、防災資機材取扱訓練、防災資機材点検、

情報収集訓練、土砂災害危険区域把握など）を行います。 

(3) 新防災人材育成研修会 

新たに自主防災リーダー及び防火防災委員に委嘱された方を対象に、連区の防災

についての取り組みなどの基礎研修を行う。 

(4) その他 

消火器の取扱いや、避難訓練など実践的な訓練のみにとらわれることなく、図上訓

練や、防災資機材点検、課題のあぶり出し、街頭消火器の点検、防災計画の見直しな

ど、あらゆる防災に対する取り組みが防災訓練であり、積極的に多様な訓練を取り入

れるよう努める。また可能な限り、参加層（老若男女）、場所、季節、時間帯を変化させ、

真に効果のある防災訓練となるよう工夫する。 

 

５ 防災備蓄資機材等 

(1) 地域の防災資機材について、防災・減災するためには「何が必要か」、「いくつ必要

か」、「これは不必要では」、と常に意識することが重要であり、防災活動を行う上で私

たちが本当に必要な資機材の種類、数量、維持管理方法、取扱方法、調達方法などを

考える必要があります。地域防災訓練時や新防災人材育成研修会等において、防災

資機材を１年に最低１回は、見直すよう努める。 

(2) 家庭内備蓄について、７日分以上（最低でも３日分）の食料や飲料水の備蓄を促進

する。また、普段から購入している飲料水や食料品、生活必需品をうまく活用（ローリン

グストック）するよう心掛ける。 

 

６ 防災に関する課題 

 ⑴ 土砂災害警戒区域に指定されるなど、急傾斜地が点在しており、土砂災害の発生す

るリスクがある。 

 ⑵ 道路狭隘地区が多く存在しており、火災発生時の延焼拡大や避難行動、消火活動の

支障となる危険性がある。 

 ⑶ 避難時における、避難行動要支援者に対する支援体制の確立 

 ⑷ 避難所開設・運営の実効性を高める訓練の実施 

 ⑸ 防災意識の醸成（家庭内備蓄、非常持出品、家具転倒防止、感震ブレーカーの設置

など） 

 

 



７ 防災知識の普及啓発 

災害時の被害を最小限にするために、防災に関する正しい知識を身に付ける必要が

ある。そのために、あらゆる機会を捉え住民に知識や情報を伝える機会を増やすよう努

める。また、住民も受け身でなく自ら積極的に知識や情報を身に付け発信側になるよう努

める。 

 

８ 避難所開設運営 

災害時に危険な場所にいる人は避難することが原則です。 

しかし、避難所に行くことだけが避難することではありません。 

「避難」とは「難」を「避ける」ことです。自宅が安全であれば避難所に行く必要はありま

せん。特にペットを飼ってみえる方や高齢者、女性、子供のみえるご家庭など、避難所で

の生活よりも住み慣れた自宅避難の方がストレス無く生活できる場合が多いので、可能

な限り在宅避難するよう日頃から食料や日用品など家庭内で防災備蓄品の準備をして

おきましょう。 

一方、避難所の開設運営は地元自治会（地元住民）を主体に、行政や施設関係者等と

連携して、開設運営を致します。 

なお、実際の災害時には、平常時では想定されないことが多く発生することが予想さ

れるので避難所運営委員会を設置し、その都度問題に対する暫定ルールを作り柔軟に

対応致します。平時から避難所開設運営における様々な課題を想定し、図上訓練等を通

じ避難所開設運営要綱に反映するよう考慮していきたいと思います。 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 資料編 

 

資料１ 地域の災害特性 

防災地区カルテ 

 土砂災害ハザードマップ 

防災マップ 
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【【【【9999----AAAA】水南連区】水南連区】水南連区】水南連区    社会条件社会条件社会条件社会条件    

【連区の概要】【連区の概要】【連区の概要】【連区の概要】    

水南連区は瀬戸市の西部に位置している。連区内の多くは住宅地である
が、北側にまとまった樹林地が残されている。主要道路としては、中央部を
南北に国道 155 号が通過している。また、鉄道は、愛知環状鉄道が南北に、
名鉄瀬戸線が東西に、それぞれ通過し、交差する愛知環状鉄道の瀬戸市駅・
名鉄の新瀬戸駅は瀬戸市の玄関口となっており、商業施設や病院などの集積
がみられる。 

【人口および世帯数】【人口および世帯数】【人口および世帯数】【人口および世帯数】    

平成 12 年から平成 22 年までの 10 年間で、水南連区全体の人口
は 10,812 人から 11,027 人と 2.0%増加し、東横山町、東松山町お
よび苗場町では人口が増加傾向であるものの、西追分町、上松山町
1丁目、北松山町 1丁目、西松山町 2丁目および 4丁目などで減少
傾向であったため、連区全体では微増であった。また世帯数は3,820
世帯から 4,133 世帯と 8.2%増加している。 
 
水南連区全体の 65 歳以上人口比率が 19.7%と、瀬戸市全体の

23.3%と比べて 3.6%低い。上松山町１丁目、西松山町１丁目・4 丁
目、西追分町など、65歳以上人口比率が比較的高い地域がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【建物】【建物】【建物】【建物】    

水南連区の木造建物および非木造建物の割合は、木造
建物 69.3%、非木造建物 30.7%である。新耐震基準以前
（昭和 55年以前）の木造建物は全建物の 32.8%であり、
瀬戸市全体の 34.3%に比べて若干低い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※平成23年度都市計画基礎調査

　建物利用現況図をもとに集計

木
造

S35年以前

構成比

21.9%

建築年 棟数

計

342棟 

6.9%

16.6%523棟 

2,178棟 

7.2%

689棟 S36～55年

10.9%

69.3%

36.5%1,147棟 S56年以降

S46～55年

100.0%

30.7%計

連区内棟数 3,143棟 

965棟 

非

木

造 S56年以降

225棟 

S45年以前 217棟 

階層別人口構成階層別人口構成階層別人口構成階層別人口構成    

木造・非木造構成木造・非木造構成木造・非木造構成木造・非木造構成    

水南水南水南水南連区連区連区連区    

※平成22年国勢調査結果より

-

7,165人 

15.0%1,649人 0～14歳

年代 人口 構成比

65.2%

11,027人 

2,168人 19.7%

45人 

15～64歳

65歳以上

連区内人口

区分不明

人口増減率図人口増減率図人口増減率図人口増減率図    65656565 歳以上人口比率図歳以上人口比率図歳以上人口比率図歳以上人口比率図    

新新新新耐震基準以前の耐震基準以前の耐震基準以前の耐震基準以前の木造木造木造木造建物分布図建物分布図建物分布図建物分布図    
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【【【【9999----BBBB】水南連区】水南連区】水南連区】水南連区    水害および土砂災害水害および土砂災害水害および土砂災害水害および土砂災害    
■■■■連区連区連区連区北部に北部に北部に北部に土砂災害特別警戒区域および土砂災害警戒区域が存在する。土砂災害特別警戒区域および土砂災害警戒区域が存在する。土砂災害特別警戒区域および土砂災害警戒区域が存在する。土砂災害特別警戒区域および土砂災害警戒区域が存在する。    
■■■■連区北部に風水害連区北部に風水害連区北部に風水害連区北部に風水害時の時の時の時の避難所までの距離が離れている地域が避難所までの距離が離れている地域が避難所までの距離が離れている地域が避難所までの距離が離れている地域が存在する。存在する。存在する。存在する。 

【水害および土砂災害箇所】【水害および土砂災害箇所】【水害および土砂災害箇所】【水害および土砂災害箇所】    

水南連区では、浸水想定区域は設定されておらず、近
年大規模な水害は発生していない。 
 
上松山町 1丁目・2丁目には土砂災害特別警戒区域（急

傾斜地の崩壊）および土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩
壊）が指定されている箇所があるほか、愛知環状鉄道よ
りも東側の連区内では急傾斜地崩壊危険箇所が散在して
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【風水害【風水害【風水害【風水害時の時の時の時の避難所避難所避難所避難所および緊急避難場所および緊急避難場所および緊急避難場所および緊急避難場所】】】】    

水南連区では水南公民館が風水害時の避難所・緊
急避難場所として指定されている。 
近隣連区の避難所も含めると、上松山町 2丁目の

一部にて、避難所までの距離が 700m 以上離れてい
る地域が存在する。風水害時の避難所への近接性
が良くないことを周知するとともに、早めの避難
を促すなど、避難体制を整える必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※地域防災計画より

95人 190人 305人

40人 75人 125人

80人 160人 265人

75人 150人 245人

長期 初期 直後

　水野公民館【水野連区】

緊急避難場所・避難所
収容定員（目安）

　西陵地域交流センター【西陵連区】

　水南公民館

　效範公民館【效範連区】

土砂災害警戒区域内に土砂災害警戒区域内に土砂災害警戒区域内に土砂災害警戒区域内に    
ある建物棟数ある建物棟数ある建物棟数ある建物棟数    

風水害時の避難所・緊急避難場所一覧風水害時の避難所・緊急避難場所一覧風水害時の避難所・緊急避難場所一覧風水害時の避難所・緊急避難場所一覧    

風水害風水害風水害風水害時の時の時の時の避難所避難所避難所避難所・緊急避難場所・緊急避難場所・緊急避難場所・緊急避難場所のののの対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲図図図図    

上松山町上松山町上松山町上松山町 1111 丁目・丁目・丁目・丁目・2222 丁目では土砂災害特別警戒区域丁目では土砂災害特別警戒区域丁目では土砂災害特別警戒区域丁目では土砂災害特別警戒区域
((((急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊))))および土砂災害警戒区域および土砂災害警戒区域および土砂災害警戒区域および土砂災害警戒区域((((急傾斜急傾斜急傾斜急傾斜
地の崩壊地の崩壊地の崩壊地の崩壊))))が存在する。が存在する。が存在する。が存在する。    

水害水害水害水害・土砂災害危険度図・土砂災害危険度図・土砂災害危険度図・土砂災害危険度図    

急傾斜地の崩壊 4棟

特別警戒区域 4棟

警戒区域 0棟

上松山町上松山町上松山町上松山町 2222 丁目丁目丁目丁目にて避難所までにて避難所までにて避難所までにて避難所まで 700m700m700m700m 以上以上以上以上
離れている地域離れている地域離れている地域離れている地域が存在する。が存在する。が存在する。が存在する。    
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【【【【9999----CCCC】水南連区】水南連区】水南連区】水南連区    地震災害地震災害地震災害地震災害    

■連区中央部に液状化の可能性が高い地域が存在す■連区中央部に液状化の可能性が高い地域が存在す■連区中央部に液状化の可能性が高い地域が存在す■連区中央部に液状化の可能性が高い地域が存在する。る。る。る。    
■■■■連区の連区の連区の連区のほぼほぼほぼほぼ全域にて近隣に地震全域にて近隣に地震全域にて近隣に地震全域にて近隣に地震時の避難時の避難時の避難時の避難所が存在する所が存在する所が存在する所が存在するが、幅員が狭く傾斜が大きい道路が多く、が、幅員が狭く傾斜が大きい道路が多く、が、幅員が狭く傾斜が大きい道路が多く、が、幅員が狭く傾斜が大きい道路が多く、
円滑な避難が困難となる可能性がある円滑な避難が困難となる可能性がある円滑な避難が困難となる可能性がある円滑な避難が困難となる可能性がある。。。。 

【建物被害および液状化】【建物被害および液状化】【建物被害および液状化】【建物被害および液状化】    

(1)建物被害について 
水南連区は全域にて、耐震性の低い建物が倒壊する危険性がある。倒壊の

割合がやや高い地域は、連区の南部に点在している。 

(2)液状化について 
液状化の可能性がある地域は、主に孫田川とその支流によって形成された

沖積低地（谷底平野）に分布している。このうち、歴史民俗資料館の西側で
は液状化の可能性が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【【【【地震地震地震地震時の避難時の避難時の避難時の避難所および所および所および所および緊急緊急緊急緊急避難場所】避難場所】避難場所】避難場所】    

水南連区では、地震時の避難所および緊急避難場
所として水南小学校が指定されている。近隣連区の
避難所なども含めて、連区のほぼ全域において、700m
以内に避難所もしくは緊急避難場所が存在する。 
水南小学校の周辺は幅員が狭く、傾斜が急な道路

が多いため、円滑な避難が困難となる可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長期 初期 直後

水南小学校（運動場） 水南小学校 95人 190人 305人

※地域防災計画より

緊急避難場所 避難所
収容定員（目安）

本山中学校（運動場）

【道泉連区】

效範小学校（運動場）

【效範連区】

南山中学校（運動場）

【西陵連区】

本山中学校

【道泉連区】

效範小学校

【效範連区】

南山中学校

【西陵連区】

265人 535人 870人

95人 195人 315人

280人 565人 915人

地震地震地震地震時の避難所・緊急時の避難所・緊急時の避難所・緊急時の避難所・緊急避難場所一覧避難場所一覧避難場所一覧避難場所一覧    

液状化液状化液状化液状化危険度図危険度図危険度図危険度図    建物建物建物建物（木造および非木造）（木造および非木造）（木造および非木造）（木造および非木造）倒壊危険度図倒壊危険度図倒壊危険度図倒壊危険度図    

歴史民俗資料館の歴史民俗資料館の歴史民俗資料館の歴史民俗資料館の
西側では液状化の西側では液状化の西側では液状化の西側では液状化の
可能性が高い可能性が高い可能性が高い可能性が高い。。。。    

地震地震地震地震時の避難所・緊急時の避難所・緊急時の避難所・緊急時の避難所・緊急避難場所避難場所避難場所避難場所のののの対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲図図図図    

幅員が狭く、傾斜の大きい幅員が狭く、傾斜の大きい幅員が狭く、傾斜の大きい幅員が狭く、傾斜の大きい
道路が多い道路が多い道路が多い道路が多い。。。。    





水南連区防災マップ製作意図 

水南連区自治会 

 

 水南連区自治会は、各町内会の組単位でのきめ細かい防災・避難マップの製作を

主とし、水南連区の避難場所（水南小学校グランド・水南小学校体育館）への地域住

民の安全な避難が誘導できる様なマップ作りを目指しています。 

 

１ 各組単位での住宅地図の中に、一時集合場所の決定・安全な避難経路の確認 

 万一の火災に対応すべく各町内にある街頭消火器の位置の確認情報を書き込み  

 ます。 

 

２ 防災マップを使用しての避難路は、連区全体の地図に落とし込む。 

 

各組長さん（担当者）は、自分の組の住民の安否確認が安易に出来るようにチェック

リストを、作成する必要があります。 

（各組ごとの防災マップで安否を確認する。） 

訓練時には、要介護者・障害者・高齢者などに参加意思の有無を事前に情報として

頂く必要があります。（個人情報保護法により一般の人には分らないため） 

又、参加希望者には補助協力者が必要となり対応を検討しなければなりません。 

実際、災害が有れば各組長さん（担当者）は、個人情報に関わらず全世帯者の安否

確認（声かけ）を行う必要があると思いますし、被災者救助時には誰とか言わず周り

の人々の協力要請を行い対処することが第一です。 

その時に協力要請を求める発声者が重要なポイントになると思います。 

発声者を中心に共助を行う事が被災者の早急な救助になるとおもわれます。 

尚、防災マップは毎年更新を行い最新の情報を提供できるように努めなければなりま

せん。 

 

 











 























 

 

 

 

資料２ 自主防災組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



  

 
町 名 

進陶町 

小金町 

追分町 

東横山町（南） 

東横山町（北） 

東松山町（南） 

東松山町（北） 

東松山町（東） 

上松山町 

北松山町 

西松山町 

西松山町（西） 

水南町 

苗場町 

新瀬戸ヒルズ 

パークシティ新瀬戸 

エムズシティ新瀬戸 

セラノマチ 

自治会長 

瀬戸市消防団水南分

団長 

分団長 

水南自治会館 

事務局 

衛生委員長 

防火防災委員長 

防犯委員長 

会 計 

交通委員長 

防火防災副委員長 

【町内会長】 

【自主防災組織図】 



 



 

 

 

 

資料３ 避難所 

水南連絡避難所共通ルール 

避難所開設・運営役割分担表 

水南小学校データ 

水南公民館データ 

      市内指定緊急避難場所・指定避難所 

 

 

 

 

 

 

 



 





 

                 

                 

                 

                 

 

                 

                  

                 

                 

                 

                 

                 

 

                  

                 

                 

                 

 

                 

                  

                 

                 

                 

                  

  

                 

                 

                 

                 

                 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総務班】 

自治会長 

進陶町 小金町 西追分町 

① 避難所内のレイアウト   ④ 瀬戸市災害対策本部への連絡 

② 避難所運営会議の運営   ⑤ 避難所ルールの見直し 

③ 避難所運営チェックの実施   

【名簿班】 

 防火防災委員長 

 東横山町（南）・（北） 

 東松山町（南） 

① 避難者名簿の作成管理  ⑤ 安否確認への対応 

② 避難所利用者数の把握  ⑥ 来客対応（マスコミ・訪問者等） 

③ 退所者の管理      ⑦ 郵便物対応 

④ 外泊者の管理 

【情報広報班】 

 防犯委員長 

 東松山町（北）・（東） 

 上松山町 

① 情報の収集・整理    ③ 取材対応 

② 情報掲示板の管理    ④ 各種支援窓口の設置調整 

【物資班】 

 交通委員長 

 北松山町 西松山町 

 西松山町（西） 

① 物資の把握       ④ 物資の保管 

② 物資の確保       ⑤ 物資の配付 

③ 物資の受け入れ     ⑥ 炊き出し 

【救護班】 

 防火防災副委員長 

 水南町 苗場町 

 新瀬戸ヒルズ 

① 救護室の設置       ④ 熱中症対策 

② 応急手当         ⑤ 感染症対策 

③ エコノミークラス症候群 

【環境班】 

 衛生委員長 

 パークシティ新瀬戸 

 エムズシティ新瀬戸 

 セラノマチ 

① ゴミ集積所の管理     ⑥ 飲酒・喫煙に関するルール 

② 風呂の管理        ⑦ 洗濯について 

③ トイレの管理       ⑧ 照明（消灯）の管理 

④ ペットのルール      ⑨ 見回り（当直） 

⑤ 生活用水の確保      ⑩ 防火・防犯 

【ボランティア班】 

 会 計 

  

① ボランティアの派遣依頼  ② ボランティアの受け入れ 

【避難所開設・運営 役割分担表】 

《活動班の役割分担》 《役割の詳細》 

※ 市発行「避難所開設・運営マニュアル」により、避難所を開設・運営していく。 



避難所データ（水南小学校体育館） 
 

避難所種別 地震 

所在地 東松山町１５４番地 

電話番号 ０５６１(８２)２０８４ 

ＦＡＸ番号 ０５６１(８２)２８２９ 

防災行政無線 水南小学校校長室に保管（個別番号３０５） 

電気 有（体育館にコンセント５箇所） 

※発電機は防災倉庫にあり、防災倉庫台帳参照 

水道 有 

体育館のほか、校舎及び運動場にもあり 

生活用水については、プールの水を有効利用考慮 

ガス なし 

トイレ 女子：洋式４、男子：洋式１・小便器４、多目的トイレ１ 

（備蓄倉庫内：仮設トイレ１） 

ペット可否  

収容人員 

直後（１㎡/人） ３０５人 

初期（２㎡/人） １９０人 

長期（３㎡/人） ９５人 

コロナ区画 〇〇区画（3ｍ×3ｍ） 

駐車台数 ２２０台（グランド内２００台、体育館西側２０台） 

近隣避難所 

 

※水南小からの距離 

（直線距離） 

①南山中学校（地震）約１km 

②水野中学校（地震）約１km 

③道泉小学校（地震）約１．２km 

④水南公民館（風水害）約５０m 

鍵保管者 ①市役所危機管理課（体育館、防災備蓄倉庫、校舎） 

②自治会長（体育館、防災備蓄倉庫） 

その他  

  
 

 



 

【水南小学校配置図】 
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【水南小学校体育館平面図】 



  

避難所データ（水南公民館） 
 

避難所種別 風水害 

所在地 東松山町１５４番地 

電話番号 ２１－２５５６ 

ＦＡＸ番号 ２１－２５５６ 

防災行政無線 水南小学校に保管（個別番号３０５） 

電気 有 

※発電機は防災倉庫にあり、防災倉庫台帳参照 

水道 有 

ガス LPガス（建物西側ボンベ庫） 

トイレ 女子：洋式２、男子：洋式１・小便器３、多目的トイレ：洋式トイレ１ 

（備蓄倉庫内：仮設トイレ１） 

ペット可否  

収容人員 

直後（１㎡/人） １２５人 

初期（２㎡/人） ７５人 

長期（３㎡/人） ４０人 

コロナ区画  

駐車台数 公民館敷地９台 公民館西広場１１台 

近隣避難所 

 

※水南公民館からの距離 

（直線距離） 

①南山中学校（地震）約１km 

②水野中学校（地震）約１km 

③道泉小学校（地震）約１．２km 

④道泉地域交流センター（風水害）約１．２km 

⑤效範公民館（風水害）約１km 

鍵保管者 ①公民館長 

②公民館事務協力員 

 

その他  

  
 



 

水南公民館 

孫田川 

公 道 

水南小学校 

【水南公民館配置図】 



 

      

【水南公民館平面図】 
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資料４ 防災備蓄倉庫一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



防災備蓄倉庫一覧 
 

倉庫№ 所在地 管理者 備考 

１ 水南小学校プール西側 市危機管理課  

２ 水南自治会館西側 公民館  

    

    

    

    

    

    

    

    

 

  



倉庫№１ 瀬戸市危機管理課管理    令和６年４月現在 
 

№ 内容 数量 備考 

1 アルファ米 1000食  

2 500ｍｌ飲料水 1008本  

3 ２Ｌ飲料水 42本  

4 毛布（真空） 150枚  

5 間仕切り（ＷＴ－１２０） ４組  

6 間仕切り（ＷＴ－１４０） 2組  

7 間仕切り（ＷＴ－１８０） 4組  

8 大型間仕切り（プライベートルーム） 1張  

9 エアーマット（20枚入、ポンプ付） 1箱  

10 簡易給水槽 1000Ｌ 1個  

11 組立トイレ（ドントコイ） 1基  

12 折り畳み式簡易トイレ（ﾍﾞﾝﾘｰﾄｲﾚ） 4個  

13 簡易トイレ（ボックストイレ） 6個  

14 パーソナルテント（ﾄｲﾚ用ﾃﾝﾄ） 4張  

15 災害用トイレ処理セット１００回分 10箱  

16 投光器（三脚付） 4基・脚  

17 コードリール 4個  

18 発電機（ガス）ＧＥ９００Ｐ 1台  

19 発電機（ガス）ＭＧＣ９０１ＧＰ 1台  

20 ＬＰガスボンベ（５Ｌ） 2本  

21 ブルーシート 20枚  

22 感染防止資機材セット 1箱  

23 段ボールベッド 1箱  

24 フェイスシールド 10枚  

25 防護服 6着  

 

メモ 

鍵の保管者 

 水南小学校    教頭 

 水南連区自治会  防火防災委員長 
   



倉庫№２ 自治会管理         令和６年４月現在 

№ 内容 数量 備考 

1 コードリール ３０Ｍ ２  

2 発電機 ＨＯＮＤＡ ガソリン式 １  

3 投光器（三脚付） ２  

4 スコップ ４０  

5 バール ４０  

6 メガホン ４０  

7 ロープ １０  

8 担架 ２  

9 エンジンチェンソー １  

10 折り畳み式リアカー １  

11 油圧ジャッキ ２  

12 炊き出し用お釜 一式  

13 災害救助用工具 一式  

14 テント ２  

15 拡声器 ３  

16 ガソリン携行缶２０Ｌ １  

17 土のう袋（１００枚入り） ５  

18 レンジャーロープ（２００Ｍ） １  

19 ブルーシート（5.4×7.2Ｍ） ２０  

20 毛布 ５  

21 物干し竿 １０  

22 バケツ ４０  

23 発電機 デンヨーＬＰガス式 ２  

24    

25    
 
 

メモ 

防災倉庫の鍵は自治会事務局及び防火防災委員長が保管する。 

 



 



 

 

 

 

資料５ 街頭消火器配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 









 



 

 

 

 

資料６ 家庭での備え 
 



 
















